
妊娠、摂乳期におけるカルシウム掛取盤と母乳

中カルシウム濃度および母体的骨密度との関連

奈良教 1智大学教授米出京子

家事詩文教菱重媛大学 浩田頴子

1 .1証紙rl1C a濃度と授乳舗の乳、乳製占f，摂取、骨吸収および怜詩tfDl:との相互関係

1 .はじめに

惨事lLjJのカル シウ ム(C a) 1立学lV日の発資にm要な栄養望号であるが、その濃度は母乳の

分泌持j説会主考慮しでもf混入主査がかなち火惑い 1，のひ一方、経後主主総によち浜u宣した授乳主警

の飽食費)'降雪野茨iま、授乳j議総がま量い毛筆、牛乳摂取量主主少ない怒脊語撃に緩いことが認められ

た 33a これらの知見は母乳中の Caが'段級総の Ca 1こよって約書室されること、補償の程度

に{騒人室長があることを示唆する。

そこで、前線引と伺一対象者について、母乳時1の C a i，農Ill:と礼、手L!製品採取状況、骨吸

収指標としてJlR中の ll.Pおよび尿中CaのCrealininel七、超音波訟により測定した骨密度の

相互関係者全解析し、母乳中 Ca濃度の総持機構について考察したので殺後する。

豆./5主主

1.対象お1 および総務項尽、調査雲寺 l~j

対象者は îìíi 級《加の対象者、すなわち平成6年 1)ヲまたは 10 f] 1こ奈良線内にある俗乳*~整相談

室(2iJij庁) Iζ 衆院した健康な授乳姉で、研究の i股滋 1<: 問主主し協力の得られた ~I人の Eいから

u.¥ 産後 20-590日、年齢21-42歳の 105人である。対象者の特性については泌総 f引に務逃

したが、飯事l~殺後約談窓は乳汁分泌を促進するための乳潔? "サージおよび授乳潟毒事、特

殊の栄養指導者を行っている民防施設であ号、主霊絞ヰ寺中 iこは乳、乳製品摂取緩急まかなり少な

い者、主主1911認授手しそ行っている者を比絞約多くをきむが、それら以外 iこ一主主浅草主総?と災なる

亭主主uまない o 賞会議義務のゆ iこは管代議l!こ影響するような続投援を有する者および級車窓翁は含

まれていない G 綬礼状況、 I:lHli歴と食生活 iζ持者する総資、 f号事程度の測定および自在学しの採取

は来抗日当日 i己、阪のJ幕取はその後 2週間以内の任・2設の 1日lζ1回行った。

2. 母乳の採取及び Ca 繊皮の副1]定方法

乳房?''1サージ?去にm手練乳によち得た母乳約 10m1取の Ca濃度を前線けと関flユ方

法で担，rJ定した。すながち、 O.C、 10000rp路で 60分籾主童心分詩誌を行いlJ話i民層を除去しま:絞殺に
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ついて、 125'0pp織のSrC12・'6H20を会む日.1討す号10.で 1的、 250僚に希釈して隠子吸うもうも

皮~I' Iとより説ai1:した。

3.JJ震の採~、JJì< ~J の出IJ i1:物質および測定方法

採尿にはw時間採比例採銀総〈住友殺事tユザンメート p)を用い、起床11寺から就寝時ま

での I臼のすべてのJJi<の採取および採尿日孫臼の最後と EIの最後<vj~l: I京11寺実1]の記入者を依

頼 Lた。採E主総の{吏F語ままについては、着色水受入れた篠原穏をmいて対象者{隠 ))IJIこ鋭l珂し、

j菜採が不官官会となったj議会には、容器を水洗して{協の 81こ符l災行うことを依頼しだ。また、

院中 11.l'への食芸評の影響はiJ、さいことが報告されているが 11)、動物被蛋白号室、ゼラチンの

摂取は影響が.w..られることから 12)、採尿釘節目とさき設には肉類、ゼラチンヰを含む1主主主(ゼ

リー，プリン，煮魚害事)の摂取を Lないことを依頼した。身体活動については制限してい

ない。協叙したJJi<然科は俗語。 Cで冷凍保線、数日後 iこ-.O'C冷凍庫に移して保存した。1l.1'

には数古河閣の冷凍保符による影宅建は見ぢれない為 lS¥?見と loJiの試料会まとめてクレ

アチニ yを1'01in-¥'Iu 1:在、 11・pを1'are託hand Jung 11< 1') 、 Caを母乳ε1]Cn波紋の測定と

湾じ溶煤C::JJi<を 100j告に希釈j愛媛子吸うt淡 iとより行い、 11.1'および Caの各機際唱をそれぞれ

デレアチニン濃淡にx-{する比 (ll.IソCre、Ca!Cre) としてmいた。

11.1'の測定 iま、尿を 5詩叩11Cl dま松下で 115'C、 311寺|部1Jl1水分解後、氷解物に活性炭{韓併it-A) 

を加え )1見飢後、よ i~与を蒸発言さ滋、 O.OOlN-llCL で終解したおミ料 iζ 比飽jfj童を行った。

4. ，!守・w皮の議IJi1: 

飽務主主骨f釘l託制定装緩 (Achilles)によりお足滋管で ml]定されたi騒音主主総務主IW!:(SOS)、

必音波線香を係数(I¥UA)およびそれらを議dこ算出された STlI'IINESSを'骨密災の指綴とした。

5. 乳、手LlI!!!n'iH真I限状鋭およびその総<Vl!l'図

主義近 1l嵐長むの乳、乳製品の主高波~.íî皮および 1 日のや乳 ffH夜綴主任、また、滋在の母乳分泌状

況、 UH霊!息数奇分析にmいた。

6. 統骨i約終1m

乳児の栄殺が9flど李L1'1'のみで一員主主主 iこ母乳分硲霊の多いj豆乳JUJua 150日米織とそれ以上む場

合に分けて行った。関連主主の分析は定幾裂を数についてはPearsonの綴関係数安:s}(め、主主tJ:

変菱立については分数分析または tt発注で平均綴<v差を検主主した Q また、手重々の袈図の綴B.

の関主[l也.，を考燃して母乳$Ca機渓;および11，P/Crelζ総{係する苦言阪を毅べるために、母乳中

C a波!lt (分析①〉、 H.l' /Cre (分析③〉をそれぞれ従属変数、年齢、後手L回数(出産後臼

数〉、tU主主児数、牛乳摂取f賞、 11.P /Cre (分析Cむのみ〉、 Ca/Cre，f号事L中 C箆議長波〈分析③
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のみ}および脅密度を意義SL愛妻女とし、年齢、授乳お義文芸を叡主主約 iこ含め、そのII!!Q.)独立変数

を 5%レベんの変委主:iiHR淡によち議題媛分析をfiった。なお、 l.1'，霊童慰霊長は 31説委 1、 21ill

以下をGのダミー愛護士とした。解析には奈良教務大空詳絞殺処理センターをやJHlし、 SPSSXパ

ッケ}ジを用いた o

}葺. 結果

2 j謬?の母乳栄養総霊長獲での対象者践に試料の主義双方法や尿 ct物質泌総方法に綴途はない

ことから湾考委総長きして以後の解析を行令た。長室tjJ冬足立分のき護皮iまタレアチエン濃度との

j土として用いた。長翌や 11.P/Creおよびω/むreはいずれも対数圧殺分布役泳した為、以後の

解析に 1;1:対数変換t直接用いた o 対象者の特役場渓 1)こ、母乳、JiRqlのそ5物質および骨i官皮

の測定結果恐淡:d;:jjミす。尿中11.P/Cre， Ca/Creの平均値 (M) (1トSD-M+Sn) 1;1:授乳期間

7J>150EI:来総およびそれ以上の場合で、それぞれω1(31-61)， 36.3(2s-.J7): 96.8(5ト16

9)， 86.5 (46ω伐 2)務まIgであった。 母乳母1む a~昼夜(~ 1 )、 II.P/Creおよび骨密度 iま、授

乳j弱照会!150凶米長請の場合がそれ以上の綴会よち符怠;こ高かった α 総支をi待の主主乳分泌状況は、

「授乳しでも1ftる絞分泌する j が48入、 「らょうど足りる位か幾分少ないj が45入、 「ミ

ルクを有Iiっている jが 12人で、各若干のf号事LqlC a 濃度の平均縦 i士、 !IIIHこzz.5， 22.2， 22.8 

澗g/dlで 8翼手間で殆ど異ならなかった。また、出産回数日IJの Ca 滅伎の平均値 (SIl)は 1閥、

21豆、 3図の場合について綴に 22.2(ι釣， 23.9{7‘ 3)， 18.9(4.昔)寝耳Id1で3図の場合は i翻ま

たはH互の主語会 iζ章受ぺて有意に総会為った。

母乳中 Ca i:殺意芝と長主将1H. P/Cr号、む/Cr号、骨密度、年齢、 t受零し臼委主、牛乳摂取量およびそ

れら柏1I.隠の相隣係数を表 3に主主す。 母乳中 Ca渡度i立、授すし溺簡が150廷未満では、今季し

摂耳Jl.:!設(閃 2)、 STIFFNESSおよびBUAとlE、尿中 Ca/Creと魚、 150日以後では授乳日数と

負のそれぞれ有意相関が認められた。 H‘P!Creは150日未満、ぞれ以後のいずれにおいて

も牛乳摂取幾と負の有意相緊{いずれも P<0.01)が見られた(箇 3)0H.P/Creと管を密度、

む /Creと授乳 8霊堂および牛乳事建議文縁関には綴関関係i主党られなかった。なお、守争後援をは

授きし段委主と魚、牛乳摂取蚤と双のいずれも宥意事告僚が見られた〈議事霊山}こ詳主主}。

獄中氏P/Creと乳、乳製品子翼線委譲渡との総係を図 4Iこm 。この場合、不明者が 2:t.えら

れたため対象者は 103人である。後乳期間 150日未満、ぞれ以上のいずれの場合も、 H.P!Cr告

の平均悩は乳、乳製品摂取額Ji.がi閣に 2、 3回および溜に l阻以下の場合はいずれも、 1

日 21ill以よ、 l日 l図の場合よ与潟く、 1日 1回以上と滋に 2、 3回以下との 2等学闘の相

途は統計約に家意であったくいずれも Pくむ.01)。
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しかし、牛乳摂取盛会主少ない場合にも詩集I'/Creの銭入室をはかなり大きかった G そこで、牛

乳摂取登志1100ml5長総の場治について、 lI.r/Creと傍密度、母乳母1C "濃度百):fIHまの相関関

係者を調べたえ表 d) 秒1I.P/CreとSTIFrNESS.'SOSIまi七絞的大きなIE'I日!潟、 II.P/Creと俗学しまい

C a者選l交とは有意のIE'I自滅(図 5)、また録手LrtC a淡僚と骨密m:fl号iこも幸子設の正綴喜還が

認められたて関 6) 0 この綴命、母乳母JC a i繰H互に対する 11.l' /CreおよびSTIrF語IlSSの 1次

の悶媛係数およびtJJJ1 I主、いずれる授乳期間の 15013 未満とそれ以上関で有意に~ならなか

ったので、表 4Iζiまi河期間を含めた側関係差是を示したの

重問機分析①および②ずつま毒系をそれぞれを提 5、表 6Iこff>i"。縁寺L"ドCa i綾皮に有意に影

響撃する要震は、授乳類総会さ150日米滋では若手齢、*<T Ca/Cre、ヰユ札摂取量;150お以上では

授乳波数、出足量波数であった(分析φ)0 すなわち、 150B未満では若手紛が若い稜、長泉中

C呈/Cr舎が潟い程、守二季L摂取震が少ない草襲、 Ca濃度は低いことが示された。この場合、 C註

濃度と STIFFNESS問に見られた務意相院は見られなくなった。 150日以上では授章Ll努濁が長

い緑、出産題主主 3闘の場合、 C a主義変iま低いことが買訴された。主??し摂取量が10合以来i筒の

者を対象とした場合、モデルに含まれた変数は年齢、授乳類題、 H.P/Cr患で、 H.P/Cre治安

高い程Ca i幾度が高いという潟係が認められたa ここで、廷.P!Creおよび授乳期間はいず

れも STIFFNESSと比較的大きい秘関関係が見られる為{表3、淡4)、読書P/Creおよび授乳期

間を独立変委主から除外した場合、 STIFFNESSがモデルに含まれ3量級事選係数は若子上手手し、

STIFF滋 S5が高い程Ca 濃度が高いという結果が得られた。分析②でl土、若手鈴、授乳 iヨ数

を考獲して H.P/Crelこ省主主に潟主主する要図として牛乳摂取ま設が含まれ、牛乳主義取量が少な

い緑、授手L綴襲警が縫い程、廷.P/Creが高いことが訴された。

IV. 考察

綬手L紛の 11.r ICrewきおよび乳、乳製品摂取との総iill

授乳JUI泌が 5カ月米織の1I.I'/Creの幾得平均値 (O.1mg/gl立、 Kentら引のt究乳鏡140人のさ在

j阪日寺 2ft;寺n主隠のH.I'/Creの平均値 31問。l/mol(35.鈎 g/g)よち幾分高いが、ネパールの授

乳燦26人の平均後喜1.4m&/g1引と章受べるとはるかに低い o

後手L鱒でないほ l;f間一年議舎の白木人綿入の僚、松本らく 7Q%が25サ主主義) 2 tJ)の;lP興支童、 ~F'

受動l喫霊草寺普157人の平均綴 (SD):22. 6 (5.1)何々、西聖子ら 2りの3ト3幸喜誌の平均総25.1mg/gと

f詰べると IYJらかに議く、骨吸収先送主状怒であると震える o しかし、 II.P/Creの級人3をはかな

む大きく、上主sCD一般納入の自室、松水らの如SD(28mg/g)以下も存筏しており、授乳綴す

べてが'符1際収:n::進状態でおるとは言えない。なお、文1誌のiしr/Creli査はすべて島翌朝Eまあるい
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は予ン夕、ム長まであるがtj{rlJi!伺 I'li:8 Pヲ変動i立見られていなん、 1，[) 0ゐ

f:呈事じき!簡が 5古月米潟、それ以後のいずれの場合も、牛乳淡耳支援が少ない総〈図 3)、乳、

乳製品摂取頻m:が少ない綴〈鐙I4 ). H. P !Cr e I立高話丈、滋回燦分析においても総認された〈援

問線分析②〉イ」般に乳、乳製品t主主主さな Ca 訴であるが、紙婦につ-'で Ca， I茶取畿の多

い設では乳、乳製ぷe絞取重量が多いという耗i傍22)、ますと、乳、 ι乳製品iまj腸管からの Ca I汲J佼

率が高く、一般成人について牛乳の非摂取 者 は 摂 取3告に章受哨i立11青7Jレカザフォス 71タャーゼ

が高いという毅銭もある 23)。しかし、乳、乳製ぷの摂取の少ないヰ替の主義合、大豆製品、海

等、野主主主事からの Ca摂取量が多いことが考えられる。そこで、小魚、大製1弘、海主事、

野菜およびこれら 4つの食品黙を統合した摂液頒僚を、牛乳淡取撃が100以来機の場合とそ

lれ以上のj易会のi官官若干rmで兆絞したが、いずれの食品〈霊平〉およびそれらを統合した場合に

おいても両務関 IC:有意2査は認められなかった(まさ祭後略〉。これらの事実および文章主より、

紙、手L雪道ぷの摂取震あるいは摂取綴疫が少ない場合、 Ca 摂取震が少ないことが tff1ä~J でき

る。従って、牛乳摂鍛霊あるいは乳、乳製品摂取要員授が少ない者双1l.I'!Creが潟いという

所 見は 母体 の Ca綴取擦が少ない翁合には骨鉄i夜が1L巡サm ることを泳l愛する。

本汐i見 lま、 lj二学し摂取鼠と符密i交関lこ5まられるまの関淡〈前線で総述〉と同じ現象者i:，1<し

ている o すなから、骨形成状況については把握していないが、 Ca t災耳支援が少ない状態で

授手しした場合骨i汲j収が元ユ立し、その意古巣骨密疫が緩くなると考えられる α なお、1l.I'!Creと

骨密皮関に践媛の相関線係は晃られないが、それは 11.)' !Crelま現主主の骨代謝状況を泳すが、

骨警告j支は綬手しやライフスタイルなどにより影響された過去の脅代認の車古巣であるまミと考え

られる。 I.H録後 に はi血液中のエストロジェンの急激な低下がみ号、喜善甲状線r);Jレモンやjお

縫製どタミンひの，~]らかなよ喜平がなくても a潟・ l汲 l況が促進されやすい状態であることから日、

怜吸収の冗ii!i;o' J'lられたと考会えられる o Kentらは後手L聞と対l際線人のいずれもにおいて、

絞口約な Ca負荷が馬主lVIにほぼ筒程皮の尿!:TIL?tlFi控室置の事I1紛を引き J包こしたこと後報をきし

てお り制 人本 所見と合殺する。

牛乳綴取燈が 1尽400ml以上のi議合、あるいは乳、乳製品後五更猟区主主主 1日2関以ょの機会

話う 11.l' !Cre総あるいはその平均絡では 30mg!g以下、すなき::>"E>前訟の一員愛知人の[伽SDlfI百以

下も存:rfしておち、 Ca摂取主義がf主事L分憾に充足すれば偶数収 iま元巡しないとも考えられ

るが、本対象者ゃにはそれらの議がかなり少ないため、明らかではない o Greerらは少なく

とも 1臼 1gの Ca f，災取があればj白液中1.25 (OIl，"Dの上昇ーによって母乳中の Caを光艇で

きると綴fきしている 25)。
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3. i基乳tj-JCn7J長俊奇)*IH寺機構について

まず、?受事し期間が 5カ月米品，ij7:'は母乳!f!Ca淡111:と牛乳摂取霊童簡に有意のI[;総泌が見ら

れ、 lli回帰分析においだも溺殺の関係が絞められた。しかし、本対象主義郎授は牛乳摂IIU撃

が多い草i7J}少なく、雨季守閣の穏関係数も J:t般的小さいことから雨者聞の関係を断定するこ

とはできない。

次に、牛乳主義政支設が100ml以下とかなち少ない場合、 H.P/Creと母乳や Cai，度度調 iこ有意

の正相関がFもられ、重回帰分析でも事案説苔れた{分析CDんこの分析結楽i立食事からのC昌

摂取愛が少ない場合には、骨組織から吸収された C設が母乳中へ移行じ母乳中の Ca 濃度

を総持することを唆する。 Ca主義道支蒙のかなり少ないネパール喜善人について、家中の骨

吸収指標憶は米関婦人の約2t告と高く、母乳r.f:1Ca濃度は陶器量婦人間に殆ど相i畠はないと

いう事量fきもある問。

しかし、牛乳m奴盤会主少ない励会においても、1l.I'/Creが必ずしも潟くない場合が存在し

た。これは牛乳渋l夜霊が1Eヨ100m!未満の機会、 II.P/Creと傍若宮皮聞に正籾関の傾向、合警官僚

と母乳t1lC II濃度践にも符;訟の亙m関が3もられ〈議4)、後者の関係 iま綴滋簿分析①におい

ても青信義まされたことから、骨密111:が緩い場合、 11.P/Creも低い{薮i勾で'同組織の Ca Iま吸収さ

れず、母乳 tDζa'.!: 1m !廷できないと考えられる。従って、 11.P/Crcが低い J~ 命、 f号車E織から

王寺乳への Caの移行の必塁塁役会五{民い場合と、母体の管{際すぎの Ca畳が少ない為に'湾総事官会f

係殺され、母乳[jlへ C a 会制i 撲できない場合が手f:(f し、後者 tD~易会際平L !f! c a淡皮 lま{低い

と考えられる。

母乳ιIJC縁起2皮と牛乳奴詩文:経、TJ(rt 11. P /Creの相互関係者告磯認するために、1.牛乳疑獄

盛会11と車交的多い場合(184自Oml以上、 01) 2.牛乳摂取3誌が後遜殺IJE(! 0 0 -40 0 m!未満、 02)、

3.牛乳荻波長が少なく(100m!米機) H.P/Creが平均総以上 (03). 仁牛乳摂絞殺が少なく、

II.I'/Creも平均総未満 (G4)tD主義合について、 f証平L!f!ca員長i交の.i]Z均緩をj主絞したところ、 J境

事LllJl閉が 150日米言語、それ以上のいずれの機会も G2鮮とれ税関は殆 eWならないが、 04終日告

はそれらより低く、授乳期間 150135長絡ではG2.幻滅と G4i1干の秘漆は荷主主であった(淡7)。

母乳へ CaをliIi1隠する芸きにはある校度以上の符ミネラ Jレの保守寄金Z必主きであると蓄える。

ニューギニアの低 Ca f災I授の授乳婦では儀礼の Ca 官製佼がをまく、乳児 iζ化怜化の遅延がJi.

られる ζ とが報告されている 2630

総 '1lCa/Crcについて、その平均官置は妊娠中の{隊問刊に較べると切らかに低い。授乳101阪

急l5カ月未左誌では成中Ca/Creが低い程、母乳の Ca濃度iま手u撃に高いという関係が認められ

たくさ量削船分析①〉。これらの結果 li、後手!L!f!lこは腎主主総をきにおける CaのflJ吸収機会11t
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議して惨事しに2寄与することそ示唆する。腎騰での C aの待機絞殺後i箆する物質として、I'T

B-related proteinの存在が主主13会れ、語草原状線ホルモンと問機な作湾当をすることが幾言語

されている潟、授乳淑問中の夜中 Ca鋒j髭蚤の低下について、 Kent らは 1級事Lfi議後の録

中 Ca WI， iI!!慾 iま媛乳鰯では非綬手L~請に q被べ約 20% 低くほ iま 30mgの C aが議えられると報告

している引 ω

授乳WJ聞がsカ月以上の場合、はH苦闘数が3闘では 2回以下の場合に絞ぺて、母乳中 Ca濃

度は有滋!i:低いという結果が得られた〈雲監殴鎌分析①) 0 この*幸男さはj以前 iζ も認められて

いるがl¥泌際児数が3鴎の場合に 2駁以下の}議会に較べて脅苦言皮iま緩くなかったお。一方、

i主主主主主義支の上露大iま?号室霊の治主号、'誇'事?擦の低下どをもたらすという疫学T>JI~でもあち 29) 、今窃の

祭留では子会どがllElまたは21Elであり、まずこ、 tlH霊の翻Ir惑も関係があると考えられるので、

出産~'1!.委主との関係についてはさらに検討が必草きであろうロ

V. 要約

1994年7f1および 10月;立、/:IHrr後21-590段、作曲f，21サ 2毒誌で乳、乳製品会絞取しえZい黍を比

{変約多く含む後手し綴i告5名を対象iこ、母乳qJC a幾重芝、 lE1IlK中のB.P、Ca<Dデレアチニン

総lEi磁 (B.P/Cre.Ca/Cre) 、超音主主主主によ担割43立された鐙骨の E滑a!l芝および乳、乳製品摂

取状況の4目立の|総主主役主任解析し、母乳中 Caa韓日芝の舗を待機械について考察した。

1 .尿中の II.I'/Creの幾何平均値(M-SP-M+SD) は授乳lUI聞がsカ月未i品、それ以上の場合、

それぞれ ~0.7 (3 1 ぺ1)、 36.3(28イ 6) m g/ gで、側・|汲l[誌が先進していることがぶおれた。

2 .尿中 11.P/Crelま弘、乳級品の摂取頻度が少ない務、牛乳摂取量が少ない1虫干す1撃に潟く、

牛乳摂取重が 1810品川以下の場合には、 Eま，*，11‘P/Creとま毒事1.'IJC a主義!Itl現には絞3撃のlE紹

泌がままみちられた。これらのまき5震は、 C a摂取笈が少ない絞脅吸収が完遂して t語学しゅの C a 

そ?議後することを永l袋ずる。

3. 牛乳摂取援が 1悶100m1以下の場合、母乳中 Ca i後皮は骨綴皮と有意のiE制|闘が~られ

たことから、 Ca 摂取;燃が少ない場合でも骨君普段が低い場合には母乳の Ca Iま訓告晃容れts.

いことが示唆された Q

4 .牛乳摂取量iこ関わらず、緩や Ca/Creが低いき塁母乳母1C a幾度が脊意にi惑かったことか

ら、母乳rtC a主義疫の棄を絡に務総での C aの保持要議事詩lfi関与することが喜重喜まされた Q
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?車問11滋子、米III双子泌:中学生の食生活・ 5民総状況と疲労g覚1iEt':との関i立L 第 55弱自

主主公衆衛主主学会、 199喜.1詰.30，大i茨

Table 1 Ch器r終 teristicsof suもjectsa泌 coぜsmi Ik i罪i昌主告 per d喜y.

{罪認105]

話 SD 話i陪. 話ax.

Age (y申告r} 30. 2 u 21 42 

lIeight(cm} 158.0 iU  148 170 

Weight(kg} 49. B 5.6 38 63 

p昌rity 1.4 0.6 3 

Days of 1器ct主tio罰幸 1哲S 138 21 590 

i君i器主eof coぜ喜罷ilk(麗l/day) 151 154 G 600 
象 Daysaft母rd号livery

Table 2. The calcillID concentration in brcast郷iIk. bone腕 tabolilesin urille and 

詰one雄iner器1de詩si¥y饗eas話redむy証1trasound bone dens i ¥0懇etry.

Lお laUn喜善ays <15語{詩.41) 15告さ;; (裂'58)
話 S語 話 SD 

sreasL務m Calci闘(聞g/dll 23.9 u 2U u 
Urlne Ca 1 ci um /Cre‘{鈴g/g)狩 96.81sHW 8U 4fi-16ZA 

lIydroxYPfO 1 i ne/Cre. (mg! g)作 40.7130.8M81.0a 36.3 27. H6. &A 

llolle iSOS (目/sec) 1536 25 152.¥ 
Densi ¥y • sUA (ds/訓IIz) 110 u 105 7. 9 

STJFJI喜ESS 83. 1 11.6 76.710.3 

者:Calcul韮tedconverted t号ぬまarH主璽￥ 企 Inver鵠 Iytr畠祭器for理ed[語-SD--話十SI)]委

参季:¥'(0.告1.字: P<O.05 

SOS: Spced of sOllnd， sUA: Broadband ul trasoulld昌ttenuation.N. $: Not signifieant 
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Tab!e 3 Correlation c剖officientsa罷ongpairs of c呈lci羽田 concontrations 罰

brcast ml!l. dally coザs酷i1kintale.む0耳曽田lnerald総事ityand urin皐rymetabolites. 

Il轟ysof lactation 

sreast mlll 
C謹

0，201 
0.114 
ω0.149 

Urine 
|I!p/Cre# I Ca/Cre# 

0.18A立102
0: 206 “0.012 
0， 2喜5 ! 0.115 
-0.136 0.051 

Intale of cow' s mill 
0.336事事

0.332幸

ω0.018 
-0.459幸幸 0.040 

! -0. 394林 IO.告55 ii立UよL
!lIp/Cre事

llrine 
Ca/Cre# 

S1' II'P苦sSS
Bone 

SOS (m/secl 
Density 

別A(dB/MITz) 

m ふ130
0.161 
-0.331事

-0. 126 
0.317キ

0.135 
O. 196 
0.110 

告.316紳

O. 161 

0.140 

0.154 
ω0.068 
0.0告s
-0. 181 
0.024 
O.告26

“自.008

|ω0.091 

0.122 

叩 0.152
立184

サ，喜11

-0.015 

仏B90村

0.881寺本

0.865象参

I 0‘830材

…0.329字

削 0.15J
0.055 

0.037 

Upper ro努 20削 149days of !actation. Lower row: 150 days or more of lactalion 
#: Ca!culatod converted t合 logarithm.参1'<0.05 特:p(O.OI 
SOS: Speed of SOIl詞d， sUA: sroadband ultr亙sounda¥tenuation 

Ta~le • CorrelatJon coofficien¥s主etweoncalciu覇 concen¥rationin 

breast milk， urinary IIp!Cre and bone mineral dcnsity in lactatin草

加酷号n官itb: da i ly cow.' s臨ilkint畠keof less than 10日間1. (喜怒52)

Pactor 
Breast milk 
sone 
J)ensI ty 

Urine 

Ur ine 
I!p!Cre非

0.0131字率

0.256 
0.316孝

弘162
0.065 

#: Calc誼i畠tedCQllver t君dto logari th罰，生1'<0.ぬ，特‘1'<0.01
sas: Speed of sound， llUA: Broadballd註1trasoundatlenuation 
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Table 5 Results ofmu!tiple linear regressioll analysis ① 

Depenqen t vaLi的le:匂lciumconcentra.Uon in. breastmilk .. 

1¥¥¥An山 zedsubjects Lac taU ng days Cow's milk intake (100ml/day 

20豆(150，N=41 150 ~， N~58 N~52 

Metnod Steps Independent variable 月 β β β 

Direct Age O. 417 3， 06キキ O. 283 1.92 O. 289 2.37キ O. 398 2. 99キキ

Days of lactation O. 108 0， 13 -0， 365 ~2. 13キキ -0. 311 2. 39キ 大

Stepwise 1 Ca/Cre昨 O. W-3.13キキ

2 Cow' s mi lk intake O. 516 3. .55キキ

Pari tyJ (more thail2)$ -0. 302 -2. O~キ O.W -3.39キキ

IIp/Cr O. 356 2. 18 *キ 大

S1'I Fl'NliSS 0.441 3.14キキ

Multiple regression coefficint R~O. 63， r~6. 16キキ R~O. ~8 ， r~ 4. 62キキ R~O. 57， F~1. 59キキ 11~0 目 60 ， 1'~8. 62キキ

Excluded at 5% level.大 Notincluded as independent variable， 

#: Calculated converted to logarithm， s: Standardized regression coefficient， 

R: Multiple regression coefficint， $: Dummy variable，件:p(O.OI，キ:p(0.05

Table 6 Resul ts of the multiple linear regression analysis ②. 

Dependent variable: log [lIydroxyproline/Creatininel 

Analyzed subjects A 11 

Method Steps Independent variables B β 

Direct Age 0.0044 0.141 1.11 

Days of Lactation -2.33 X 10-4 -0.241 -2.50キ

Stepwise 1 Daily caw' s milk intake -3.15 X 10-4 -0.361 】 3.16キキ

2 Ca conc. in breast mi lk 

Ca/Cre in urine僻

STIFFNESS 

Constant 1.4 61 12. 1キキ

Muitipule regression coefficiellt R=O. 449， F~ 7.9件

#: Calculated converted to logarithm キキ・p(O. 01 

D: Regression coefficient; The units used are as 111 Table 1 and2. 

βStandardized regression coefficient， -: Excluded at 51 level. 
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Taむ107. Cumparisun of calci開 concentratiun'inbreast麓ilkamong the four groups divided 

by cow' s milk intake and comもinationof milk intake" and urinary.l1る P!Crecon日 ntration. 

Lactating days 20 <<150 150玉

i Grouj) daily務ilkintali'e H 話 封 M SD I l' 

61 400ml ::;; 10 21. 1 6.5 1 S 22. 6 6. 5 ， 

ト62 10語ml~ < 400ml 16 22.3 3. 51t 66季V 24 20.6 u 0.46 

63 100m!> 都品 II.P!Cre注4O.官接♂ 15 24目 4 u 13 21. 8 5， 1 

G4 i俗語1) and IIP!Cre<40， 8" 6 18.4 5.1J6.27千七 18 19，2 4.1 
a: among all groups. b: between Groups64 and 62き63;φ 持:P<O.OI; 幸: 1'(喜， 05

#: Geo務etricmean菅alueof II，P!Cre in即紛nw i th施il主 ii1takeof losB iIlan 100ml!day 

1'19.1 Calclum concantratlon In braast mllk at dlffarent stagas 01 lactatlon， 

FI語.2 Calclum concantratlon In breast m民主 andmaternal cow's. mll住 Intake. 

Flg.3 Ralatlonshlp batwean urlnary hydroxyprollne Icreatlnlne concentratlon and 

dally cow's mll主Intake.

Flg .4 録。ans01 url持ary hydroxypr.ollne/crsatlnlna concentratlon註yfrequency 

01 cow's mllk and mlll< products Intake. Flgure M+SO.. Value: Number 01 

suむ]aots

Frequancy : (j); 2 tlmeslday:五②;1 tlma/day G動;2 or 3 Umes/weak③; 1 tlmel 

waek or none 

FI謹.5 Relatlonshlp betwaan calclum concantratlon In braast mllk and urlnary 

hydroxyprolfna!creatlnlne concantratlon In lactatln吾womanwlth cow's mllk Intal情

。1less than 100ml/day. 

flg.器 Calclumconcal'ltratlon In braasl mllk and bone mlneral d制 lslly(STIFFNESS) In 

lactatlng官 omenwlth co皆、mllkIntake of less than 100ml/day. 
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r= 0.431水嶋 (N=52) 
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2. 妊婦の骨密度 1<=及ぼす妊娠とライフスタイルの影響および尿中骨代謝指標との関係

妊娠中には多量のエストロジェンが産生されていることから骨組織は保護されていると

従来考えられていたが、近年、産祷期の骨粗しよう症、出産直後の骨量減少の報告が見ら

れる。しかし一方、縦断的研究で妊娠中にとう骨遠位端骨量は不変であるという報告もあ

り、一定の見解は得られていない。調査方法、測定部位および測定方法の違いが関係する

ことも考えられる。そこで、妊娠中の婦人を対象に、超音波法による腫骨の骨密度、骨吸

収指標として尿中 H.P/Creの測定および現在、過去の食生活を含む生活習慣の調査を行い、

妊娠中に骨密度あるいは骨代謝が変化するか否か、また骨密度と生活習慣との関連を検討

したので報告する。

研究方法

1 .実施l時lUlおよび対象者

対象者は平成 7年 8-9月lこ、奈良市内の 1病院に来院した妊娠 5過から 40週、年齢

2 0 -3 8歳の健康な妊婦 86名(妊娠迎数との関連を検討したのはこのうち 79人)で、

あらかじめ研究の魁旨を説明し同意を得た。表 1Iこ特性を示す。

2. 調査項目および分析方法

調査項目は題骨の骨密度、バイオインピーターによる体脂肪、午前中のランダム尿中

Hydroxyprol ine/Creatinine (H. P/Cre )、 Calcium/Creatinine (Ca/Cre)の測定、現在、過

去の各種食品の摂取頻度および生活習慣である。

①尿中 H~P の測定は、尿 1 mlを 6N-HCl酸性下で115'C、 3時間加水分解を行い、活性炭

(Norit A) を50mg加え脱色遠心後、池田らの方法、即ち、加水分解液 1mlをNaOHで中和、

60'Cの温水中に20分開発色反応後、 558nmで吸光度を測定した。標準溶液濃度は l、2.5、

5ρg/ml、測定限界は0.1ρg/mlである。クレアチニン (Cre )は Fo1 in法、尿中 CaはSrCl2

溶液を溶媒とし希釈後原子吸光法でiP.U定し、 H.p， Caとも Creとの比として用いた。

②.脂肪量の測定法

パイオインピメーターを使用した。この装置は、 B 1法を応用して開発された生体イン

ピーダンス ifill定装置で、 4電極法を用いた。体重より脂肪量を差し日lいてLeanBody Mass 

(LBM)とし fこ。

③.骨密度のmll定法

超音波骨密度測定装置 (Achilles)を用い、右側、樋'両の骨密度をiJllI定した。本装置は、

放射線被爆がないため妊婦にも安心して使用でき、また、踊'自は 95 %が代謝の活性な海
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約守護e号室であること、潟霊障の総務組織による影響を苦を けにくく、 invivoでの測定の後援主係

数もかなり小さいという利点がある。

3 .食生活および生活関閣、背景要因の調査方法

食致活については、玉県夜の各種食品(務)、溺、タバコ、コ』ヒーの再審好品の事関取頻度

を 1Bに 2回以上、エ臼に H号、 2・3Bに 1組、連盟に l陸、治どとらない、の 5段階の

カテブリーで、牛乳;ま i設の主義液量を調べた。さらに、成祭綴および援緩識のやゑ車産取習

慣、過去の遂滋クラブの加入宥然、主主主E Q)~苦手李総浴室語鐙( :3段階}、主主還のま草獄絵、震い

物の手段、 白光議、ダイニLツト豪華重量、骨折経験について蓄電交した。その俗、すぎ設望芸協とし

て、妊娠前体重、!i¥闘数、産主産婦では前限尚との陽線、授乳歴有無、よLレペ…ターの

使用有無を調べた。

4 .解析方法

各要図演の関係を綴べるため、遠鏡変fまについては相互の単穏潔係を害事似した。各種食

品、場妻子 ~(j) 主義毒主義議選E については、会俸の対象繁華立が少ないため、栄養学的必重要性及び l

カテゴリーの対象務委主が過度に少なくならないように考慮し、主主さな食語もについては毎 B

l回以上の摂取か遡に 2、 3回以下か、その他の食品については遡に 2、 3凶以上の摂取

か週に l朋以下かを蒸準とし、摂取頻度が多い(カテゴリー①)と摂取綴d[が少ない(カ

テゴリー②)の 2分類とし、各カテゴリーにおける STIFFNESSの平均僚の相迭を 1元配置

の分散分析淡により卒業定した。また、?号機器芝に影撃事サる要因を明らかにする為に、 STIFFNESS

を主主農家数とし、王手毒事、体重または LBMを綴ま主的に含め、1EH書道重妻女、牛乳祭政髪、出産図

委主(2 E設以上}、五 P/Cre、むたreを数3主張を委主として、 StξpWlき号ままによち議題矯分析を行っ

た。

副 総見さ

初産、幸運)]!JIこ管密度および尿中Il.P/Cre、Ca/Cre の平均自立、線機術援を表 2Iこ、相11

伐の約関係委主を表 3Iこ示す。初E主総では、妊娠巡数と脅夜夜間 I<:STIFrNRSSとr=-O，H (P( 

O. 01). お3とドー0.49(1'(0.告1)の手n設のまミ絞!潟〈霊10、まE綴滋数と 11.P/Creとはr=号。 60(1きく

0.01)の符3設のIE綴!発〈図 2)、また、波中Il.P/CrelまSTlFF韓sSSと ωO. H (1'く号，奇心. IlUAと

ド蜘O.53 (PくO.01)の有意の魚粉泌が絞められたが、経Mli摘ではそれらの関係はいずれも主義め

られなかった。また、経E主婦では年紛と STI FFNESSおよびBUA といずれも有意の正相関が.!¥¥

られた。的関Iililffとの間隔(月数〉と'鈴密度とは r=O.258 (，戸37)の IE相関の傾向であった。

なお、 4ニ札摂耳究室と骨密皮隠 iζiまキ護側関係は認められなかった。
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次にまま緩やのを5緩食品、 R喜好占Zの摂取頻度の多い、少ないの 2つのカテブザー総で'It~怒

淡のヰ1j勾官在宅をi乞i後したが、すべての食品(l'J)で有議室去を認めなかった。主:j芝、陶芸語、事詩

1支をf器m誇H絞Tる主議会 iζ、 ri事81ま渓i裂しないJIこ較べ管azgEの平均{議会ま;滋い綴i句会qもら

れた〈主義 4) 0 i議去の牛乳俊男支習t震では、中学校、高校、妊娠援のいずれの 11寺JUIも、牛乳

疫を喜 a綴取した護軍主・ r滋 iζ2、 3銀以下または摂耳更しなかったJIζ 絞ベ:符滋{いず才LもPくO.

05)に潟かった{表質 5、!支13)。裁きました生活習慣のその他の項包ではいずれも符草野俊と符

重量の関係は絞められなかった。

震回帰分析の総長H~提 6 1<: ~訴す。 STI rrNBSSを従属変数とした分析で、年齢、{本主意後3哲燃

した鳩合、妊娠iLl!数、まH災詰rjの牛乳摂取援が愛国帰式Iこ取り込まれ、妊娠迎数の機司書倫閲

帰係数 1;1:両者側の.tlH日関係数より大悲く、 STIFFNESSと妊娠迎数の砲接的な関迎は明らかで

あっ Tこ。

W 考察

1 )骨密皮への妊娠の影総

脅密度捻擦である STIFFNESSを容を滋重量委主とし、年齢、体重、妊娠選数、母体の食主主治裟

還を間待;こ考慮した愛闘爆分析の違憲糸、 f号後/IIご手苦言霊iこ際逮する要震として、妊娠波数が

取号上げられ、妊娠支革委主が多い毛筆、後後援芝治安手n量3こ低いことがぶされた。また、室主緩滋委主

と豆.P/Cr告との襲警には有為の季語喜善{議選緩では Eおお仏 60)が緩められ、 H.P/CreとSTIFFNESS

とは有意17)重量穏演が認められた。ょこれらの分析緑茶i立、綬室長期関が長い者程骨吸絞が完遂

してお号、その悲喜采管密度も低いことを2長男変ずる。俊幸密度とまま緩芸書簡との関連は初産婦で

切らかであ号、経重量娠でi主将者間}こ関主義iまFもられなかったが、これは経産婦では妊娠初綴

の者でも骨密度が低い場合(図1)、すなわち、上民主義あるいは授乳による影響から完全に

I1ilt草していない者が含まれている為と考えられる。

妊娠湖問中に母親は 20g-30gの Ca後11由児lこiJU告する必裂があり、妊娠中JVJから

後lYHこC a の需要が高まるが、この n~jWI !こはビタミンりが忽激 lにi的加し C0 のj腸管吸収率

が高まることが報告されている o 奴娠迎数が多い j~ 合、骨吸収が冗巡しており骨望書皮が低

い状態であるという事実は、代詩JrJド1な調書iiのみでは Caの獄事24をおIiうことができず、必妥

な Caが母綴の骨組織から動員されること与を示している。関 1によると 'F??許otiま好同綴 20 

鎖国2を境界にして低下している傾向が認められるが、ほi宜的日寺lVl以後11.P ;Crefi1iが高くなっ

ており〈鐙 2)、妊娠中lUJ以降に C a 代議f が:n::巡することが総理Q~ れる。
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なおL妊娠中類以降は胎児の智代謝Jことに骨吸収も允進じていることから、緩やH.P/Crξ

が妊娠後期にかなり高いのはその影響も考えられるが、よち廷後の盗事専務の尿中H.P/C代後

はさらに幾分芸誌かった{平均鎖72.2時 Ig.Cr阜、未発表資料)ことから、胎J忍の影響i立小

さいものと考えられる。

従来、 MD主主によるどう潟'逮位部の符・5程度の担.IJ定後援に、妊綴t11l<::Iま脅密度が低下しな

いという毅をきが兇られるが、どう骨は&:草壁が多いが鐙管iま95 %が泌総符であるた th彩型車

がま菜 ~lできたと量まえられる。

2 )傍若普段への食生活の~草壁

骨密皮?皆審議である STIFF露BSS安従E尊重主義主とし、年齢、終賞、妊娠巡霊堂、過去および絞娠

中の牛乳摂取官YI銭安独立変数とした議図書持分析の結果、 f奇i5';!l芝iと有意 i己最2型車する要因とし

てまE綴郊の牛乳摂取務僚が上げられ、妊娠前に終日牛乳を摂取していた場合はそうでない

務会 iこ較べて、脅密度が符滋iこ高いことが永された G ここで、妊娠tj1の骨密度止の総i獲が、

まま娠中の乳、事L縦品摂取委譲gまあるいは牛乳摂取襲潤ではなく、lt1娠以前の牛乳摂取習慣で

あったことが主主留される。

妊娠以前に脅彩耳立が十分 1;:行われていない場合、 !tH農中のf李登が少ないと考えられる。

この結果は主主炎J切に牛乳絞際線憾のない設では成人燃の食む普段が低いという報告とも総i現

しており、骨密l交の緩い状態で綬主義し、妊娠の遂行 iζ伴って在らに低くなることから、紙

娠);¥言ijのCaの摂取が滋裂であること告示している。

ここで、主主義主ゅの乳、乳襲さぷ摂取状況と'努密度の関波紋絞められなかったが、妊娠Tる

百~ Iζiま摂取しなか勺たが、妊娠後荻奴するようになった者後会むために附議 r~]Iこ関迷が兇

られなくなったと考えられ、妊娠l!ll問中のこれらの食品の摂完覧会主狩夜皮に関係がないとは

言えない。

f守密度と主主有の食品E実際綴成、立UIJ8室、生活活動度との関i思iま晃られなかった。これは、

対委義務総で妊娠i民総会主緩キ異なっており、妊娠の議長線が大きいこと、対象者のま量生活の総

人差が小書いことなどが考えられ、それらの妥図との!燭:iJl!を否定するものではない。
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姿約

SJ1成 7年 8-9月iこ3長良fIj内の 1病院に来院した妊娠 5-<1 0測の基金綾なまE姉 86名〈係

1脈20-38員長〉会対象 l己、妊娠中の骨臣官B芝に対する妊綴および生活習僚の影響を調べるために、

長室務波法により志郎'自の骨・2野露芝、食習僚を含むさt:i活習3慣の級王霊および午言il'IJの 1湖尿'IJの

lIydroxyprol i悶 (11.Pl. Calci凶 (Ca)、Creati ni ne (Cre)をi!llJA'して、総亙の関i!皇位当長銀析

した。その総祭、 1.年齢、体主震を考慮した設問先守分析の結果、妊娠中の骨後}交に有意霊 iこ

影欝を与える婆図として経綴i息数が含まれ、妊娠i選数主主多い者総骨官官疫が{尽く、妊綴Iこよ

哲骨密!ltへの影器産があることが君主された o

2 .初主主婦では尿仁IJ11. P ;Cre Iま妊娠巡数と正、管室DLii:と魚のいずれも有意稲泌が認められ、

妊娠の滋1Tに伴い管級j伎がn:;進し、骨密i変iま低くなったと考えられる。

3 .絞娠前、妓緩やの食後活祭阪の中では、女王喜長官ijo牛乳i夏草買潔僚のみが管皇居肢と符窓iζ

l鶏差益し、経主翼前の牛乳j長J1)!が rt華日 jである場合 1c:1H普段は符怠iこ潟く、主主綴前o牛乳摂

取主主主重要である ζ とが示された。

1¥. 妊緩やの食事3領、生活瞥僚と骨密度とむ関連 fま見られなかったが、絞謀長による骨君主z皮

への影警警が大きいこと、対象者がi七i後約均一なま程図マあったことなどがー符えられ、生長寿妥

協が関l!I!がないと陸rr鐙はできない。
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Flg.2 Urinary hydroxypro1ine/cr思atinine
concentration in pregnant women. 

妊娠20溜までの妊織における

妊娠前の牛乳摂取織と偶惚E障の関係

図3

100 

F:::::I 5. 0本

1・妊縦約lこ係自llt収していた妊婦
2 :将日柄淑していなか.，t::紙綱
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3 .妊娠、授乳による骨密度への影響および生活要因との関連一一一縦断的研究

1 • はじめに

妊娠により骨密度が低下すること、妊娠中ではなく妊娠前に牛乳摂取習慣がある者で

は妊娠中の骨密度が高いこと、また、授乳lこより骨密度が低下し、その影響はLI二礼摂取量

が多い程、小さいことがこれまでの横断的研究により示唆された。そこで、本研究では、

prospectineな縦断的観察により、妊娠、授礼が'周密度へ影響を及ぼすか否か、また、妊

娠、授礼JUIの生活習慣と'胃密度との関連を検討したので報告する o

n. 対象者と分析方法

妊娠中婦人については、平成 7年 8ー 12月lこ奈良市内の 1病院(施設 K) に通院r:tの

妊娠 20週までの妊婦、出産後の婦人については奈良市内の 1母乳栄養相談室(施設o

母乳分泌促進の為に乳房 7 ッサージ等を行っている民間施設) IC:通院中の出産後初期の健

康な授乳婦の中から、研究の趣旨に理解し協力の得られた者を追跡対象者とした o 今回の

分析対象者は、年齢 40歳以下、妊娠中毒症で安静臥床した者を除き、少なくとも 2回の

継続測定に協力の得られた者とし、 K施設では、 G1群:妊娠初期(ト20迎)と出産後の

2回継続の 20人、 G2群:出産直後と出産後 6カ月の 2回継続の 26人、 G3 ll~ :妊娠

初期より出産後 6、 12カ月の 3回継続の 13人(一部重複者あり) ; 0施設では、 G2 ll~ 

として 20人、 G3群として 13人である。なお、 O施設の授乳婦については、山産後初

lVlの通院者が少なかったため出産後 20週までを含め、その後 6カ月毎 lこ追跡した。また、

G 1 11干については、妊娠中期 lこ栄養調査と血液検査のみを追加して行った。調査のプロト

コールおよび分析対象者数を次に示す o

|骨密度測定のプロトコ【ル

第 l回目 第 2回目

妊娠初l岡 田両市戸日出 産 後 1週以内

第 3回目

出産後日カ月

ト 20週 栄養調査のみ

1 1ol'i!i 

G 1=20 

日
6

1

 

2

1

 

-
=
 

2

q

d
・

G

G

 l
 

G 2=26 

G.3=13 

妊娠→ 出産→

百日 第 1回目 第 2回目 第 3回目

①出産後ト20週 ①の 6カ月後 ②の 6~月後

(平均 10週} G 1=20 G 2=13 

出産

G 分析グループ、添字の数字が同 U場合同一対象者が継続されたことを示す。
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2 . illtlj主および約後現悶

① 骨密度の測定:綴音波骨密度出IU定後総 (Achilles)によりお側、組骨の骨密皮司t-i!IIJ :<宣

した。放射絞り被爆がないため、絞綴iζ も安心して{道路で iきる。骨密度指擦として、総省

後伝塁手i五ll:it(S告S. 然Isec)、怒音主主義議後i係委主{泌AdBI話IIz)主主Isカされるが、ぞれらそさ蓄に

算出された STm韓日SS (STIFF)を潟'京普段滋綴どして主iζ苅いた。

② 食生活および!ti舌習慣、背策察官通の籾議項目

食生活については、主要な食品(総)、稽好品の鋭n望郷l災後 1日に 2関以上、 1聞に l

g、 2 ・381ζ1 fl室、 i震に 1lffi、子会どとらない、の 5f:lt燃のカテゴザーで、小学しおよび乳

綬品については 1尽の摂取鐙を総べ会察した。さらに、 Z建設:の身体約浴車台緩く 3/&際〉、

管折経験、 jヲ絞の有i晩、背景~1ðJとして年齢、 t己主主回数、妊娠前と出産 11寺、 t奇・警告lJt illiJ:iE 11寺

の体頭、身長、紙娠中および副校時爽予言の有娘、妊娠中、 U¥il宣後安静IUJ綴の有線、授手LI豆、

既往歴を磁it議紛澄した o

③ 尿εtllydro友yproline (罰金 P). Creatinine (Cre). Calcium (Ca)のil¥IJ):主

午後やのうンダムE震を採耳立し、 ILP. Cre. Caを泌総長日方法できU]定し、 11.r ICre， Ca/Cre 

として灼いた。

解析は、変化の有志11には対応のある t検定、平均絞め犯逮の有意伎には分自主分続法、ま

た背後基耳目3後考慮するために機関帰分析を行い、ヲ長良教務大学情報処lmセンターを手IJf日し

たD

強. 主義3誌と考察

表 I1ζ 各対象者グループ別 1<:特性告示す。各11手とも年紛、体格、出i!.i.11A委主に大きな和主主

l立見られないが、 O施設 (GHi'l己表記)では牛乳、乳製品摂取置が泌総に少なく、母干し

き~懇泌が i弱いという物教がある a

重~ 2 Iζ 、各塁手芸1]1ζ各芸春i努における骨密lJtのき[1]):宣車告発さおよび喜ij題、続々 lffiとの変化率(%) 

を7ftす。 G11誇で、 lsil主義議室長<.'1ま、骨密皮の平均長震はいずれの議事費もi低下し、妊娠手JJJV]!ζ

較べ、平手:滋 (pくO.01または P<0.05)であった a すなわち、妊娠によ哲務総皮i立、 IIJJらかに低

下することを示している(凶 1)。しかし、殺i務他ではSTIFFの 97とかなり高い場合も

兇られた。 G3群でi封長長後 5カ月ではさらに法子の低下を示し、主E綴紛1切との上ti絞では術

支室長!)fJ森下で、 G1 11学の主議会と i湾総であった a ここで、 G2 塁手の o~m殺ではお E主 j去の第 1 lffi 

闘の測定時期が1si!.i.1後 20 i設までを含めである。1si!.i.1後遜委主と主義 I[滋 EJの'汗密度額 iζ紛詩書

関係はJ;I.られず (r寸 .17，n=20)、また、 iffii隊員空間<.'も殆ど異ならなかった a 第 2回関〈詰

カFJ後)の測定で、 obもt止ではSTIFF，SOS.sUAいずれも低く、胞紋|湖 1<:将諮;差が見られた。
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さらに 8古月後の抑0:主総(G 4然、 3量殺 Oのみ)の前悶およびllil々 回凱1)定 lこ対する変化織の

平均値は、 STI Pl'でそれぞれ96.れ 92.2%でさらに減少がjもられ、 ζ の場合の最小餓はそ

れぞれ63.3%、73.0%とかなり減少する場合が存夜した。 怒I2 Iζ 出綾後とその 6主丹後の

STIPFを、 ~3 にその段数分写告をぷす。

事長 3Iま授乳状況、Ifl皇室児童文とさ5澱主主憾のSTIFF鐙および実~ r l0と実f， 210総定終のれIFFの

変化磁の平均台直、襟芸罪者言2まである a 後手Lについては 5カfl僚の乳児の栄養法が母乳のみで

あったi話会を母乳のみ、綬乳j関係がW議後 1か月禾総であった総合会ミル夕、いずれにも

絞~しない場合を混合とした。母乳のみの場合、第 2 問問の ðl'J 銀総 i主将窓(1' <0.0 1) 1こ低下.

総合栄~lマ li 低下は小さく、人工 *J撃で li逆 1<:: 幾分高くなった。変化端と L て見ると、母

乳のみの場合、 STIPPは平均 4.3%の低下、人工栄養の場合は4.1覧のよ芥であった。そこで、

I証役 Oでは牛乳摂取霊がかなり少なく、綴乳率が高かったため、 LJエ乳、乳車152t茶耳究室が 1

B 200m 1以上とそれ未識別に授手しの影談会事号べた。牛乳、事L9護ぷのj災i/文E塁走q告Om1 J;l上のf易

会、 fま季李しのみj のSTIPP<ll君主化ま容はき7.21主と、乳、乳製品絞殺盤が少ない滋合の9<1.6%に

章受べ衡かった。また、牛乳、乳製SE絞殺惑が少ない場合、 fI議事しのみj のj混合に STI PF j直は

T守主義iこ低下した o これらの総泉i立、授乳によって骨密度は 11)]らかに低下するが、乳、乳製

品摂取燃が少ない場合 i己、その影響 1;1:制緩であると言える o

出i!ii児数の影型車では G1群、 G2若手いずれも 3回以上の出産の場合1<:.nllJ請さ開始時の骨密

度が低い傾向で、 G21揮では、 i問、 2践との 3若手闘の綴途i土手Li主であった。また、 5カ

丹後の変化1':1主、 llii!iil0数が多い主議会、努意書療はよ霊 iζ上昇(104.7事}主主主事hうられた傍 3l0J;l

ょの ~J委主が少々〈、授乳との関係をさらに滋詩どする必塁きがあるが、少なくとも、綬話語、 i訂

正室E主義主主主多い持議会、営苦言ocが主互いがU!!iで絞員災、 Wn1がなされていることがわかる。

笈 4I土、Jli<ゆ11.l' /Cre、Ca/Creの各測定時期での平均催、標準偏差である。 11.P /Creli妊

娠初期では、 3ド任時の植に較べ幾分高〈、 lli~震後はかなり高く、 6 古月後にはほぼ妊娠初lUJ

のも直に渓っている o 出n1後、骨吸収が1LIIEし、その総果、骨密度が低くなったと考えられ

る。

きを 51主、 IU芸震後、 6および 12主丹後の各sTlrr緩およびそれらの変化君事と務緩滋および

尿ヰ'II.P/Cre、Ca/Creとの犯関係数である。 W.i!霊室長告会汚室長のSTIPPおよびその変化主総(C/ 

s SτIPI'つは出雲豪華愛読IJjE草寺の乳、ぎL事Ui，f亥耳支援と符:畿のi王寺自!認が認められた。長室 3Iこ;ヨミサ。

乳、乳量~~f:爽絞ま震が多い毛筆、 f苛語5皮の低下E容は小在いと言蓄える。また、 II.P/Cre と!1J後 8

カ月間の骨密皮の変化叡聞には有意の負相i麹がJもられ (r←仏 366)、骨吸収が元滋する綴、

骨密度の低下痢が大患いことを示している(関 4) 0 

表 6は主姿な食品 01わの摂取頻度の各カテゴリー(①:級自 I回以上摂取する。③:
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2， 3日lこ1回、またはそれ以下〉別の骨密度変化殺の平均儲、縦割患者意慾<::ある。乳・宇L

縦品、肉類、費量類、ご飯で有意差が認められ、乳、乳製52奴H覧表質lJtが少ない協会、変化調誌

が大告かった。その他の生活要因の各項自では、骨密皮の変化本と稼;畿な隣近1はま型、められ

なかった。

者受 7i<: I設随係分析の結果を示す o この場合、乳児の栄主要法 3分殺に討して 2つめダミ

認ま数、 f 惨事しjと「人工栄養j とを用いた。第 1殴 EIìlUJ 定時の体鍾、王手番舎を謀t~撃に入れ℃、

惨事しが際線モデル 1<::絞り込まれた。 r母乳jを除いた場合の分析では、 f望事 1lEl言語笈憾の

今季し主義1漢幾、人工栄養、出産児数が有意の変委主として耳元号込まれ、重量級関係数iま務二子大

くなった Q 長pち、惨事L<::あることと牛乳主要取蚤が少ないこととが愛すよっており、尚喜菱沼会Z

i潟n舎に護主い'l'修復撃をぎを緩くしていると考えられる。

災 遺き約

綬謀議、金受章しおよび食生浴場長会む生活習擦が骨密度iこ及ぼす影響について、前向き 1針決n::.

よち縦断約 i立総量薬し、検討した。対象者iま、主主霊長初期(ト20週〉と出産後の 2凶器主総 2白

人 (Glf，f)、日H霊後とよ裂後後自主月の 2翻継続の 46入 (G 2 f，O、妊娠初期より出産

後、よ担E表者長 8古}]の 3閲獄事惑の 13入(G 3群〉、出産後および 6、 1 2主月の 3回縦続の

1 3人(G 4対)の4f，J1こ分けて分析安行った。その結果、

1. '1守絞僚は悩E震後には妊員後初期 1<:絞ベ有意1<:低下したo

2. 6カ月間母乳栄ま寒冷行った翁{乳児栄養として母乳のみ)では、骨密度が有意lこ低下

したが、混合栄著書百平<::1立低下痢 1;1.小 d<、人工栄慈群では逆 1<:出産後より上昇した。

3 .乳、乳製品摂取滋が多い線、全般的 iζf守宅密皮低下惑が小さく、授乳による影響も小さ

かった α

4 .乳、乳製品摂取E設が少ない状露設で綬手しした場合、骨密皮は出雲霊後 1年以上では 8主月前

よりさらに低かった。

5 .出産児数が多い土議会、出緩後の'際空皆設定l立緩いことから、管密度が回復しないで次の

出産をしたことになる G

6 . 陵中 11.P!Creの平鈎緩 i主、 tlH霊後 iま綬綴事写真月に章受べかなり語道官置で、後軽量j渓が元巡してIs

産後 iこ脅密度が低くなったと考えられる。

7 .尿中11.P!Cre会fJぇ;返している草きほど}民主主室長 5カバの食事室僚の低下壊が大きかったことか

ら、雪i汲j授の又遂の程度iζ然い雰を普段会主緩くなると却をえられる G
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淡1.対象者の特性

ぷ訂ーゴヒ
告

，S詩 話i註 5号 話i詑 議ax

書ぉ20

G 1 存続 28.7 3.8 21 37 

妊娠回数 l.45 0.60 1 

妊娠前体重 53.7 9.8 4185 

妊娠初期体重 53.8 9.8 41 85 

身長 lfiU 4.10 1560 164 

Eと26 書-20

G韮 年言語 29.8 3.4 24 38: 32.1 3‘3 28 40 

UlJl主児数 1.78 0.85 1 4 1.75 0.64 1 

出産後体重体g) 56.5 7.z 39 11 50.9 10.6 39 82 

身長 (cml 157.2 U 150 165 156.6 5.7 145 167 

sody Mass Index 22. 3 u 17.6 28.4 20.6 U 16.4 29.7 

完全母乳栄養 9 (34.6%) 16 (80%) 

乳、乳製品tm設整{混!/day) 323.号 190 告 600 : 85 142 告

書-13

G1H 淳書5 29.4 3.2 25 37 

泌ilii@数 1.31 O. 48 2 

!if副長前体i! 51. 7 7.02 41 65 

身長 156.2ι73 150 164 

N=13 

GIV 銀総 .31. 7 U 28 38 

おl!iil選数 上77 号73 i 

務l!ìi~長の'骨議~読IJ J.î:U寺{主食 47. 5 4.84 39 51 

G 1 :絞綴初期と尚産直後の2回数主義務、 G現:尚産後と出副長8カ月の2回継続者、 GlI!:!u仮初期、

出l!ii後、 tsl!ii後6カ月の3回織統w1、 G1V.:出産後、出産後6自月、tLlil.I'，'後12 t月の 3闘継続者
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表2‘骨密度測定結果および変化事

G 1， G mllfoについて

足ト」!せ
G 1 Nぉ20 G ll[ N沼13

Mean .SD Min Max Mean Sll Min Max 

A:STlFFNESS妊娠初lUI 86.9 7.13 77 103 8U 5.6 78 98 

1¥: 出産直後 81.5 1G，1 66 日? 83. 1 lG.48 69 97 

C: 出産後6方月 82.510.05 69 104 
- -帽 F ・ーー司自由司自由守田国骨 d 柿砕偽尊民

AとBの比較 t= 3.75特 AとCのj七絞 t =3. 66特
滑司.-判時世田炉骨町ーーーーーーー--- - - -帽---------~骨骨師椅キ M 骨- - .色由畠

B/A STIFI'NESS 93.7 7.45 82.1 108.1 94. 0 8.75 82.1 108. 

Cjn (%) 99守 8 8.45 87.6 115.3 

C/A 93. Z 6.57 83. 7 106.1 

A: SOS 妊娠初期 15(8 16.8 1528 1583 1551 11.5 1533 1572 

Il: 出産直後 1539 22.9 1502 1512 1511 26‘g 15告2 1m 

立: 出産後6iJ月 1541 21. 3 1509 1573 
ーーーーーーーーーーーー唾骨静骨揖司 4畠-- -- - .‘'恒也、.--咽伺"- - --榊骨骨市骨骨榊骨骨榊骨市崎

Aと5の比較 t=2.5.事 AとCの}上毅 t=2. 86参
対貯明持 唱凶叫山唱凶-------抽幽眉・ー- 官押司 F 骨ーーー‘--・齢制. -伺. - - -骨ーーーーーーーー - _.‘--------------“袖柿『時持論砕 4 拘梯地.

B/A 50S (覧} 99.4 1.02 97.3 101. 8 99.4 u喜 きU 1喜1.8

C/B 100.0 告.87 98. 3 1告1.5

と/A 99.3 立877 97.喜 i喜1.0

主:BUA 妊綴紛j説 110.0 4.97 i喜2 11き 110.き u i喜3 118 

語: !主主主mr後 i喜5.9 7.36 89 120 107.3 ..7 96 12語

立: tIlRi1後6j)月 i告6.6 7.6 96 125 
晶- - --“-- - --曙再軍司R 骨・.-骨ー・ーーーーー

ーーー田明会 A枠制凶伺...画局.. “ 世 世 雌 越 地 幽 越 地 齢 世 出 幽 也 、 .

AとSの比較 t=3.24持 AとCのi主章受 ド2.1告き
精神喰 W ザ船守併品副山山 由 A色 品 --・抽・ー 骨_..骨骨・ F 同--同・ F 同 - - - - - - - ・ ー ー ー ー ・ . _.伺骨骨ー骨..色白畠ーーー-- _.“ーー-幽 M陸-幽町借

Il/A .DUA (%) 事6.3 5. 16 85.7 106.4 9U 5.8 85.7 106.4 

立/話 99. 5 5.9 91.6 109.7 

む/A 96. 1 u 89.3 105. 9 

GlI、 G1VUrについて
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装 3. 骨密皮に対する授乳および出産児数の影響

分析 (%) 

対象1'，10 授乳状況 H M SD 'M SD t値 M SIl 

s:STIFF C: SnFF 日， C比較 C/日.STI 1'1' 

母乳のみ 25 82.0 12.9 77.9 10.5 2. 98** 95.7 7. 1 

GII 混合 11 74.2 u 73.4 8.0 0.60 99.0 5. 9 

人工 10 78. 2 10.8 80.9 8.5 -1. 12 104. 1 9. 1 

1'=1. 81 1'=1. 69 1'=4.81キキ

Milk Intake 200ml/day豆 日:STIFF C:STlFF C/s・ STlFF

母乳のみ 10 85. 6 13.8 82.8 11. 7 1. 37 97.2 6 ~ 6 

GII 混合 日 75: 7 7.8 74.6 8. 3 O. 68 98. 6 6. 4 

人工 7181.311.1182.7 8.91-0.42 102.5 10.6 
ー圃圃園開園圃---・・"ー--幽刷~ - - - -・ ー・・・・・・・・・・・・・ーー ーーーー・・・・・・・・・・・・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー.. 

1'=0.97 

Milk intake 200ml/day> 

母乳のみ 15 79.4 12.2 74. 5 8.4 2. 68* 94. 6 7.4 

GII 混合又は人工 5 75.4 75.0 8.5 O. 18 100.1 7. 6 

A:STIFF 日:STlI'F 日VA:STII'F 

I'arity 1 13 87.4 6. 5 82.4 9. 7 2.80キ 94. 5 8. 0 

G 1 2 6 87. 3 8目 4 80. 3 12.2 2. 53キ 92. 5 7. 6 

3，4 1 76.0 77.0 99. 5 O. 7 
ーーー・圃圃園開園圃圃個開『帽開問 “ーー.唱--ー-ーー- -・・ F 司副輔副--.晶画・・

崎-- .ーー--- - ー両国"ーーーーー"ーー

1'=3.46本 0.17 O. 91 

日:STIFF C: STlI'I' C/s: STl 1'1' 

GII I'arity 1 19 81. 8 11. 7 79. 1 9. 9 1. 76 97. 1 7. 9 

2 21 80.6 11. 6 78. 9 11. 3 1. 03 98. 2 8. 3 

3，4 6 68.8 6.6 72.0 7. 1 -2.26 104.7 4. 1 
--・---圃同同輔ー嗣-.ーーーーーー -ー-・"ー・輔輔副司・ー--- 輔 " ー.- - 帽 ・ -- --ーー・・ --・ー・・』個』 ------ー--胃--戸

1'=3.24キ 1'=1. 19 1'= 2.18 

s:出産後i!lrr定値 C: s凱11定後6古月値、 D: s品11定後 12古月値

*: 1'<0.05， **: 1'<0.01 

表 4. 尿中II.I'/Cre、Ca/Creの平均値、標準偏差. G 11Mについて

11寺j関 mg/g N Mean (mg/g) SIl Min Max 

妊娠初期 20 36. 61 13. 8 12. 1 67. 3 

出産後 11. P /Cre 46 70.95 30. 9 8. 5 153. 3 

6力月後 45 37. 35 17. 3 2.4 85.9 

1 2カ月後 13 33.7.2 17. 9 4.4 79.1 

妊娠初期l 20 

出産後 Ca/Cre 45 117.78 74. 9 11. 9 319.4 

6方月後 45 143.47 126.5 21. 0 686. 8 

1 2古月後 13 98.56 61. 9 19. 3 207.0 
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表 6. 各選査費支n詩的綴関係数:G ll. G IVll事について

AGH A:l'Icl草bt B.陥.J Pari ty Il:話!lkIn!ake C:話il主 iutako

.01& . 333 . 2宮呂 -. 311 .090 . 16~ 

C:SfIFF ヘ006 刷 400 .441 -.185 .345* . 273 

D:SfIFF -.294 ~. 204 “ 341 間~79 九 248 .226 

CIB宮TIFF .035 .世72 206 . 273 .364* . 134 

D/C:宮rIFF .23昔 .226 OH 円 .05宮 .122 369 

DIB訂怒? . ~51 .37脅 .309 .323 112 .204 

1)/話:STIF 耳:III'/Cre

.876 事事 .告35

L告書 .452 

.196 1.吾E

-.492 .378 *象

.193 .081 

問 .084 . 230 

. 204 刷 103

.245 “ 226 

詰:STIl'語 S母S 13:おA C/s，STII-' 
I C/B SITFF !一.452紳 へ452紳 へ3容量争 上告告

;。つB:STIFF• -.72章容拳 ヘ632今 ー.是84象傘 e喜?事象季

語:lIP/Crc -.211 ヘ166 .-.20告 1 器事自

C:lIP/Cre i -.021 .052 伺 .117 -.3益事余

日:III'/Crc1-.0-15 -.055 -.目晋5 .135 

川I:CA!Cre1-.104 叩 085. -.105 -.045 

1 C:CA/Cre 1へ300キヘ301 へ181 ‘120 

1 D:CA/Cre 1へ208 -.1司自 門 173 .053 

Jl: 11\産後l~ZO宵 C: B甑IJ定後吋Fl. D: B側主主後12~月、

C/O: 副総4o; 担/C，.))/ll 詰=14，STlI': STI FPNHSS， I1P/C問・lIydroxyprollne/Creatinine.

Ca/Cre.: C窃1010鱒/Creatlnlne，拳拳1'<0.告1，拳1'<0.05. 

表5 各食品の議議鋲重と脅議室の変花祭

識品群カテゴリ

i
L
M
]
 

① 

申

17 
20 

H 為者
% 

SD  

9.0 
0.9 

F 俗、
1.74 

(0. 19) 

@ 

@ 

27 
10 

100. a 

97.3 

101. 0 
95.5 

7.6 
7.0 

4. 10 t 

<0.05) 

1勾

換

mw
晶
一
@
。 ic: ，1、話〈ミ (!) 

φ 

豆 -

笠幽品
0.29 

(0. 59) 

@ 

(2) 

21 
22 

97. G 
99.2 

8.5 
7.3 

腕肉色

野草

φ 

(2) 

38 
6 

911. 3 

100‘1 
8.1 
G.8 

O. 20 
(0.6$) 

0.15 
(0.70) 

能色

野草

揺物

mw
内

昭

一

品

W

品
協

39 
4 

31 
12 

98.7 
97.1 

98.7 
98.1 

品一一ペヨ

8.1 
5. B 

8.1 
7.7 

会申乙

いら

(2) 

(!) 

(2) 

ゆ

(2) 

24 
19 

98.8 
98.2 

B.I) 

7.0 

7 
8 

? 

? 

会h料理 (!) 

(2) 

97.9 

100.9 

98‘5 
101. 5 

18 
25 

101. 0 
91.3 
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d

グ

，，
 
，
 

続き

{)xt)f (!) 3 ， 104.41 ;' 10.46 1.1在、
f主主主 a 毒事 40 98. 15 ;; . 1.:68 (0.1霊〉

102.33 1..17 :: 6.46ず主要 まfi ① 16 
5器 21 96.36 1.60 :' (0. Ol) 

お総l1l;， 。 5 101. 57 9.'O5 0.8日， 
7.80 

ド ‘ 
冷凍食品 (ll) 38 98.19 .(0.3J!) 

戦食 ① 42 吉弘 58 8.00 ; O. 0003 
ν 

{③ 98.12 〈弘幸喜〉
身

ilもt母 (!) '. 42 98苦5 1詰E 岩手 12
5手 自5.83 (0.73) 
， 

Ji! 子 φ 、 14 99.66 8.63 0.38 
@ 29 98.06 7“65 (0.54) 

グユース‘ {① 11 99.57 乱 36 0.23 
炭酸飲現 告書 32 98，24 1.若草 {立64)

% 司. 緩 ① 21 95.43 : 7.13 喜 6H~:

@ 21 101.30 1:64 (0.01) 

米 ① 14 99.13 9.18 0.06 
::t¥ll!Ca蹴@ 22 98. 43 7.83 (0.95) 

@ 7 97.97 6.30 

表6

機:p<O.05 
H ・手<(J.o1

SD出綴皇宮綴差M 縄平均N絹 i弾数

員長小魚、 E ・E製品、録1立包軍事ま臣、自信議… 5金品〈務}のスニコア (1-5)を加採し、

4-8協力チゴリ m ①、 D-1 2協力チゴ、リー@、 13-15糊カテゴリ ③とした ω

An畠Iysis① Analysi s② 

Variable 話ethod B. Bet昌 t 話 Beta 

管eight:postpartum Direct 0.068 .076 一.061 ".069 ー.50 

Age Direct .466 .202 1. 306 .041 018 . 12 

sreast-feeding S¥epwi se : 2 -.456 削 2.959林 Excluded 

Pormula-fe日ding 1.229 .383 2.75林

Par ity 3寝 641 .342 2.38孝

Coずs顎ilkint皐主e .喜11 .298 2.loキ

Const昌nt 84.06 6.887牟事 89. 848 8.03孝キ

Mul tiple R 0.43似 (d，f=3， 40) 0.'586寺本 (d. f=5. 38) 

:G立鮮について議鴎係分析の結果表7.

本:P<0.05P<o.ol. 
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Fig.5 HP/Cre inurine and change rate in 

STIFFNESS during lactation 
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